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　この研究を通し，患者の身の回りの整理がいかにした
らより良く出来るか，又美観が保たれるかに焦点をあて
てすすめて来た訳であるが，結果的には決して満足のい
く援助が出来たとはいえない。しかし，当病棟における
多量なる業務の中にチェックカード等を取り入れ，看護
婦間に意識づけすることにより，以前より20％アップの
結果を得た。
　又，ベッド周囲を整然とするためにベッドポケットを
作成し試みることにより，大きな効果と患者に役立って
いる結果を得ることが出来た。今後も更に改善を加え，
より使い易いベッドポケットを考案し可能ならば全患者
に設置出来る様にと考えている。これらのことより今後
患者周囲の環境整備のみならず，広く病棟全体の環境整
備にも取り組み，検討実施を重ね，患者に少しでも満足
のいく霜護を展開していきたいと考える。
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　当病棟では，過去3年間継続して，感染源及び感染経
路となり易い，血液疾患患者の環境や身体の各部位（口
腔，肛門，皮膚）について研究を重ねてきた。今日は，
さらに，比較的見過ごしがちな二皮，頭髪が，感染の一
因となり得るのではないかと疑問を持ち，次のような実
験を行った。
　①対象者…血液疾患患者（のべ21人）
　②洗髪の種類…
　　a．条件を規定したシャンプーによる洗髪（湯の温
　　　　度，40℃及び洗髪時間，5分間）
b．条件を規定しないシャンプーによる洗髪（普段
　　行なっている洗髪）
c・0．02％ヒビテン液使用の洗髪（看護婦の手洗い
　　施行《50倍イソジンでの5分間ブラッシング〉
　　湯の温度・40℃）
　d・0．02％ヒビテン液＋規定したシャンプーによる
　　　洗髪。
それらの結果は，次の表の通りである。
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　表より，予備洗いした湯からは，塗沫，直接共に検出
菌（一）で，増菌培養で検出菌（＋）となる。シャンプ
ー後，1回目のすすぎ水も同様，5回目も増菌培養で5
例中1例と減少している。
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　1回目のすすぎ水でa表同様，増菌培養で10例中9例
から検出（＋），、5回目で3例と減亡している。
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その結果，5同目で3例中1例のみ増二二餐で菌検出
（十）である。，
d表
ヒビテアで5分間洗い
@　　　　その後シャンプーした液 5回目のすすぎ水
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　シャンプー後では，a表同様3例中1例あり5回目で
は菌検出（一）。
　これらから，5回目のすすぎをした後にはすすぎの水
の中には菌はほとんど検出されない。つまり，頭皮にも
ほとんど繭はいないと言って良いのではないだろうかr、
　また，ヒビテソ液使用の場合，表面にある菌を死滅さ
せてはいるものの，毛根内の細菌については，おそらく
．効果がないのではないかと考えられるn
　以上のような結果をもとに，
こに発表する。
さらに考察した過程をこ
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